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平地の景域における一般基

平地の景域 

項目 景観形成基準 

建築物・ 

工作物 

形態・ 

意匠 

□市街地と田園が一体的に台地上から見渡されることに配慮した、屋根や

屋上の形態・意匠とする。

□崖線の緑への見通しを活かし、背後に見える緑と調和した形態・意匠と

する。

屋外設備

等 

□屋上への工作物の設置はできる限り避ける。やむを得ず設置する場合に

は、台地上から見渡されることに配慮した構造・配置等とする。

太陽光発

電設備 

□太陽電池モジュールは、低明度かつ低彩度の目立たないものを使用

し、低反射で模様が目立たないものを使用すること。

□太陽電池モジュールのフレームは、低明度かつ低彩度の目立たないも

のを使用し、低反射の素材を使用すること。

□パワーコンディショナー、分電盤、フェンス等の附属設備の色彩は、

低明度かつ低彩度の目立たないものとすること。

□道路沿いや民家等、公共の場から望見できる場所に設置する場合に

は、通行者・車両や民家等から直接見えないよう植栽やフェンス（不

透過性のもの等）等で目隠しを行い、威圧感や存在感を軽減できるよ

う施工すること。
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錦江湾沿いの景域における一般 

錦江湾沿いの景域 

項目 景観形成基準 

建築物・ 

工作物 

配置・ 

規模 

□海辺からの背景となる崖線や山の緑への見通しを大きく阻害しない配

置・規模とする。

 形態・ 

意匠 

□連続する海辺の景観やまとまりある港の景観を阻害しない形態・意匠と

する。

□道路等からの海や桜島への見通しを活かすなど、海との連続性を意識し

た形態・意匠とする。

太陽光発

電設備 

□太陽電池モジュールは、低明度かつ低彩度の目立たないものを使用

し、低反射で模様が目立たないものを使用すること。

□太陽電池モジュールのフレームは、低明度かつ低彩度の目立たないも

のを使用し、低反射の素材を使用すること。

□パワーコンディショナー、分電盤、フェンス等の附属設備の色彩は、

低明度かつ低彩度の目立たないものとすること。

□道路沿いや民家等、公共の場から望見できる場所に設置する場合に

は、通行者・車両や民家等から直接見えないよう植栽やフェンス（不

透過性のもの等）等で目隠しを行い、威圧感や存在感を軽減できるよ

う施工すること。
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